
宍粟市水道事業の料金改定の実施について 

〇料金改定の概要 

 宍粟市では、平成 26 年度に旧簡易水道事業を統合して、市内統一料金となる料金改定を実施して以降、

損益の赤字が続いていました。それに伴い、内部留保資金も減少しており、経営の改善は喫緊の課題でした。

そこで市内部で料金改定の是非について検証を重ね、令和５年７月請求分より料金の増額改定を実施しま

した。 

 改定により全体で平均２２％の値上げとなりますが、緩和措置を採用し、令和５年度は１１％分を緩和し

実質改定率は１１％、令和６年度は６％分を緩和し実質改定率１６％、令和７年度より本則の２２％

改定と、段階的に値上げを行うこととしています。なお、緩和に伴う減収分については一般会計から基準外繰出

を実施することで補てんする予定です。 

 

【改定後料金表（１か月あたり税込料金）】 

 

 

 

  

口径 区分 現行料金

基本 1,980 円 2,156 円 （＋356 円） 2,299 円 （＋499 円） 2,420 円 （＋620 円）

従量 154 円 176 円 （＋36 円） 176 円 （＋36 円） 187 円 （＋47 円）

基本 2,420 円 2,662 円 （＋462 円） 2,805 円 （＋605 円） 2,970 円 （＋770 円）

従量 154 円 176 円 （＋36 円） 176 円 （＋36 円） 187 円 （＋47 円）

基本 2,750 円 3,058 円 （＋558 円） 3,190 円 （＋690 円） 3,410 円 （＋910 円）

従量 176 円 198 円 （＋38 円） 209 円 （＋49 円） 209 円 （＋49 円）

基本 6,160 円 6,842 円 （＋1,242 円） 7,150 円 （＋1,550 円） 7,590 円 （＋1,990 円）

従量 198 円 220 円 （＋40 円） 231 円 （＋51 円） 242 円 （＋62 円）

基本 12,650 円 14,047 円 （＋2,547 円） 14,674 円 （＋3,174 円） 15,620 円 （＋4,120 円）

従量 209 円 231 円 （＋41 円） 242 円 （＋52 円） 253 円 （＋63 円）

基本 29,480 円 32,725 円 （＋5,925 円） 34,199 円 （＋7,399 円） 36,740 円 （＋9,940 円）

従量 220 円 242 円 （＋42 円） 253 円 （＋53 円） 264 円 （＋64 円）

基本 62,700 円 69,597 円 （＋12,597 円） 72,732 円 （＋15,732 円） 77,220 円 （＋20,220 円）

従量 264 円 297 円 （＋57 円） 308 円 （＋68 円） 319 円 （＋79 円）

令和７年４月請求から

13 mm

20 mm

25 mm

40 mm

50 mm

令和５年７月請求から

令和６年３月請求まで

令和６年４月請求から

令和７年３月請求まで

75 mm

100 mm

※基本…１か月あたり基本料金  従量…１㎥当たり従量料金 
※13mm・20mm・25mm は 10 ㎥の基本水量を基本料金に含む 

←料金改定についての説明動画はこちら（宍粟市公式 YouTube チャンネル） 
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〇料金改定スケジュール 

 料金改定の実施については、相当な時間を要しました。 宍粟市では、山間部であるという地理的要件と、

人口が少ない上に、工場などの大口使用者も少ないことから経営環境が厳しく、元々高い料金であったところを

増額するということで、多くの時間を要しました。 

H30 年 11 月 
宍粟市水道事業経営審議会より、料金改定実施の必要性を述べる提

言書が提出される。 

R3 年 10 月 料金改定案について、宍粟市公共料金審議会に諮問 

R3 年 10 月 

から 12 月 

宍粟市公共料金審議会を開催 

※委員は６名・全４回開催 

R４年１月 公共料金審議会から料金改定の実施はやむを無い旨の答申 

R4 年 10 月 緩和措置の実施について市内部で検討 

R4 年 12 月 料金改定案を宍粟市議会へ提出。可決される 

R5 年 2 月 料金改定についての市民説明会を開催（市内４会場で開催） 
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水道料金改定に関する市民説明会 

 

 水道料金の増額改定（令和５年７月請求分から）にあたって、市民説明会を実施しました。水

道事業の置かれている現状や将来の予測等を含めて料金改定の必要性について説明しました。 

 

１ 開催日時等 

第１回 

日  時 令和５年２月１４日（火）１９時から 

場  所 市民センター波賀 

参加人数 １７名 

第２回 

日  時 令和５年２月１６日（木）１９時から 

場  所 いちのぴあ 

参加人数 ２７名 

第３回 

日  時 令和５年２月２０日（月）１９時から 

場  所 ライブリーちくさ 

参加人数 １６名 

第４回 

日  時 令和５年２月２２日（水）１９時から 

場  所 宍粟防災センター 

参加人数 ４４名 

 

２ 主な意見 

主な意見 市の回答 

費用削減の中で、職員数も減

っているが、安定的な水の供給

に影響はないのか。 

 

現在、全ての水道施設の運転管理業務は委託して行

っていますので、影響はありません。 

 平成２６年度に旧簡易水道

事業を統合したから、料金改定

が必要となっているのではな

いか。 

 旧簡易水道事業を統合した際に料金改定を行い、市

内の水道料金を統一しました。その後、国の制度変更

による補助金収入の減少や、物価高騰などの影響もあ

り経営状況が悪化しているため料金改定を実施する

ものです。 

 平成２６年度には旧山崎町の料金は減額しました

が、今回の料金改定によって平成２５年度以前と同程

度となります。 

 したがって、今回の料金改定については、社会情勢

による経営状況の悪化に対応するためのものであり、

旧簡易水道事業を統合したことが原因ではありませ

ん。 

 

 料金の滞納状況はどうなっ

ているのか。 

 

令和３年度分については、令和４年５月時点で

99.3％は納付いただいています。 

滞納が続く場合には給水停止処分も行っています

が、生活困窮となる場合もあることから、それぞれの

状況に配慮しながら、滞納額が増えないように交渉を

進めています。 

HP掲載資料 
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主な意見 市の回答 

料金改定を決定する前に市

民説明会を行うべきではない

のか。また、市民の意見を聞く

べきではないのか。 

 市民の意見を聴取する外部機関として、市民の代表

で構成される、宍粟市水道事業経営審議会と、宍粟市

公共料金審議会を設置しております。 

平成３０年度に、宍粟市水道事業経営審議会におい

て、水道事業の経営の状況や将来の予測から、料金改

定が必要であるとの提言を頂き、市内部で議論を進め

てきました。 

また令和３年度には、宍粟市公共料金審議会に対し

て料金改定案を諮り、答申を頂いたところです。 

両審議会の審議事項や提言および答申は市ホーム

ページに掲載しています。 

これらの提言や答申を参考にして、市として料金改

定の実施について政策決定し、議会の議決を受けまし

た。正式な決定が得られたことから、今回の市民説明

会を行っているものです。 

 

 水道の使用者は市民全体で

あるため、料金を改定するので

はなく、税金を投入すべきでは

ないか。 

 水道事業は、公営企業として独立採算を原則として

経営していますが、国の通知に基づいて、現在でも一

般会計から水道会計に対して、繰出金として税金を投

入しています。年度にもよりますが、年間４億円程度

の税金を投入している状況です。この一部について

は、国から交付税措置されています。 

 料金改定を避けるために、追加で繰出金を投入する

場合には、すべて市の負担となりますので、市が実施

している他の事業を縮小、または廃止して財源を確保

しなければなりません。 

 この状況下で、安定的な追加繰出を継続的に行うこ

とは困難であることから、水道料金を改定すること

で、水道事業の安定化を図ることとしました。 

 なお、急激な料金改定による市民負担を緩和するた

め、段階的に増額しますが、この減収分については、

一般会計から補てんします。 

 

 料金改定によって水道事業

の経営がどうなるのか。また、

長期計画は立てているのか。 

 現在の料金水準では、資金減少により令和６年度に

は経営の維持が困難な状況となる恐れがありますが、

料金改定を実施することで、資金の減少に歯止めをか

けることができます。 

 説明資料ではお示ししておりませんが、令和２３年

度までの長期の収支計画を立てており、宍粟市水道ビ

ジョンに掲載しています。 
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兵庫県内団体の水道料金（１３ｍｍ２０㎥、１か月あたり税込）

団体名 水道料金

1 丹波篠山市 4,763

2 淡路広域水道企業団 4,510

3 神河町 4,301

宍粟市（改定後） 4,290

4 丹波市 4,182

5 多可町 3,850

6 播磨高原広域事務組合 3,850

7 加東市 3,729

8 養父市 3,700

9 西脇市 3,575

10 宍粟市 3,520

11 新温泉町 3,520

12 佐用町 3,465

13 加西市 3,410

14 川西市 3,190

15 猪名川町 3,190

16 上郡町 3,190

17 朝来市 3,130

18 三田市 3,025

19 姫路市 2,836

20 稲美町 2,800

21 西宮市 2,777

22 小野市 2,750

23 播磨町 2,750

24 豊岡市 2,684

25 三木市 2,640

26 市川町 2,620

27 香美町 2,585

28 神戸市 2,563

29 尼崎市 2,552

30 明石市 2,541

31 芦屋市 2,530

32 加古川市 2,486

33 伊丹市 2,431

34 宝塚市 2,420

35 太子町 2,090

36 福崎町 2,010

37 西播磨水道企業団 1,823

38 たつの市 1,815

39 高砂市 1,463

40 赤穂市 869

＊令和３年度地方公営企業決算状況調より

参考資料 
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